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帽
章
に
閥
す
る
一
筒
よ
り
の
回
答
係校一本
と高校
の筆と
關學第
熊
の
各
宮
殿
下帽章
及
び
釦
の
改
正
白
線
の
一
條
・
二
棟
・
三
篠
二
帽
章
と
白
線
至
國
の
高
等
學
校
中
．
そ
の
沿
革
の
最
も
古
い
も
の
は
、
第
一
・
第
三
の
一
一
高
等
學
校
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
實
で
あ
る
ｃ
中
に
就
い
て
－
高
は
、
大
學
豫
備
門
時
代
か
ら
数
へ
る
と
、
前
記
の
校
則
に
徴
し
て
も
、
文
字
通
り
に
第
一
た
る
資
格
が
あ
る
こ
と
も
喋
存
を
要
し
な
い
。
而
し
て
明
治
十
九
年
に
創
設
せ
ら
れ
た
五
高
等
中
畢
校
の
帽
章
が
、
そ
の
形
式
に
於
て
相
通
か
る
も
の
が
あ
る
の
は
、
第
一
と
第
五
と
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
何
か
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
本
校
設
立
賞
時
に
於
て
、
形
式
内
容
と
も
に
そ
の
標
準
と
な
っ
た
の
が
、
第
一
高
等
中
學
校
で
あ
っ
た
こ
と
も
既
に
述
べ
た
が
．
殊
に
、
野
村
校
長
が
－
高
の
校
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
最
も
深
い
因
縁
と
な
っ
た
こ
と
も
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
則
ち
、
、
他
の
凡
て
の
事
が
、
細
大
と
な
く
相
談
の
結
果
に
成
れ
る
に
反
し
て
、
回
に
五
中
の
文
字
を
入
れ
る
一
）
と
は
別
と
し
て
、
柏
葉
と
械
攪
葉
と
を
組
合
せ
る
こ
と
は
、
殆
ど
先
決
的
の
も
の
で
あ
っ
た
所
以
で
は
あ
る
ま
い
か
。
然
ｂ
而
し
て
創
立
當
初
は
、
帽
章
が
何
を
意
獺
す
る
か
に
就
い
て
熟
知
せ
ら
れ
て
ゐ
た
筈
な
の
に
、
時
と
共
に
忘
れ
ら
れ
て
了
っ
た
も
の
と
見
え
て
、
大
正
三
年
に
な
っ
て
、
本
校
か
ら
第
一
高
等
學
校
宛
、
そ
の
由
來
を
照
會
し
た
回
答
が
來
て
ゐ
ろ
。
本
月
四
日
付
ヲ
以
テ
生
徒
帽
章
之
儀
一
一
付
御
照
會
之
趣
了
承
右
ハ
富
枝
一
一
於
テ
モ
柏
葉
及
械
積
葉
ノ
帽
章
ヲ
相
用
上
居
り
候
而
は
秩
父
宮
・
同
妃
雨
殿
下
、
昭
和
六
年
七
月
一
一
一
十
日
に
は
閑
院
若
宮
殿
下
、
昭
和
七
年
一
一
月
一
一
日
に
は
李
王
坂
殿
下
、
同
年
十
月
一
一
一
日
に
は
北
白
川
宮
永
久
王
殿
下
、
昭
和
八
年
四
月
一
日
に
は
久
邇
宮
朝
融
王
殿
下
、
同
月
月
八
日
に
は
梨
本
元
帥
宮
殿
下
、
同
月
十
日
に
は
高
松
宮
妃
殿
下
，
昭
和
九
年
四
月
七
日
に
は
東
伏
見
宮
妃
殿
下
、
同
年
五
月
三
十
一
日
に
は
伏
見
宮
博
恭
王
殿
下
、
昭
和
十
年
十
一
月
七
日
に
は
朝
香
宮
孚
彦
王
殿
下
が
あ
り
。
御
動
靜
の
御
都
合
に
依
り
、
奉
還
迎
を
御
遠
慮
申
上
げ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
要
ス
ル
一
一
文
武
ヲ
象
レ
ル
モ
ノ
而
し
て
「
緑
も
深
き
柏
葉
の
…
…
械
積
の
花
雫
す
よ
」
云
ん
の
―
高
の
寮
歌
は
、
一
と
頃
感
激
を
以
て
一
般
に
歌
は
れ
、
天
下
を
風
陣
す
る
の
慨
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
中
年
以
上
の
人
々
の
知
る
所
で
あ
ら
う
。
瞳、、生徒
然
る
に
、
明
治
一
一
十
七
年
九
月
十
一
日
の
掲
示
に
は
、
今
般
本
校
帽
章
及
釦
ヲ
改
正
ス
但
従
来
ノ
生
徒
ハ
賞
分
ノ
内
従
来
ノ
釦
ヲ
共
儘
用
ユ
ル
コ
ト
ハ
苦
力
ラ
ズ
ト
雌
モ
帽
章
ハ
速
力
二
更
正
ス
ペ
シ
とあるのは、本校が、同年を以て第五高等學校と改穂せられた爲、回の文字を五高に改めたことが察せられる。
而
し
て
現
今
各
高
等
學
校
の
帽
章
に
文
字
を
入
れ
て
ゐ
る
の
は
、
蓋
し
本
校
の
み
で
あ
ら
う
と
恩
ふ
。
白線は、恐らく全國高等學校共通となってゐると恩ふが、本校現在の白線一一一條に就いては、本科。豫科・補充
科と分れてゐた頃は、本科は一一一條、豫科は一一催、補充科は一條と厘別されてゐたものが、補充科がなくなり、本
科と豫科とは合して大學豫科となっては、條數に逼別を設ける謂はれもなくなり、遂に今日の一一一棟だけとなった
四
五
五
第
一
章
楠
シ
テ
右
雨
葉
ヲ
採
鐸
セ
シ
意
味
ハ
別
紙
之
邇
リ
ニ
候
間
御
了
知
相
成
度
此
段
及
御
回
答
候
也
大
正
一
一
一
年
十
一
一
月
十
四
日
第
一
高
等
學
校
膿
務
掛
回
モ
ノ
シ 械積
ハ
ミ
ネ
ー
ヴ
ァ
第
一
章
補
ノ
耐
ノ
象
徴
ニ
シ
テ
智
（
文
）
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
柏
ハ
ー
「
川
刻
ノ
帥
ノ
象
徴
ニ
シ
テ
勇
（
武
）
ヲ
ア
ラ
ハ
セ
ル
邇
、
四
五
四
Ill
修學旅行
費
決
算
噸断職程
一一十三年
の旅行
第
一
章
補
遺
四
五
六
ものである。慾目からかも知れないが．角帽は別として、九幅に於ける白線二條乃至一一一條は、何と言っても・全
國の學校に於ては、最も特徴があり、又最も品格があるやうに恩ふ。
三
修
學
旅
行
よ
り
野
外
演
習
ま
で
修學旅行に就いては前にも述べたが、多少の銃行者を除いては、校長以下職員生徒全校的行事として、更に一
言して置きたい。その方法も色方と愛って、大正士一年を最後として、その跡を絶って了った。光づ規則に現れ
てゐるものから記せば、明治一一一十一一年十一月に改正された生徒修學旅行規程十三條がある。その第一峰に依れ
ば、「修學旅行ハ軍隊組織トス」とあり、（工學部は別に定められてゐる）第一一條には、「修學旅行ハ三泊以内ト
ス」と定められてゐるのは、或は一週間、或は十日間、或は一一週間に亙って行はれたもので、龍南會雑誌に詳細
に記されてゐる。例へば、一一十一一一年十一月六日より、十日間の豫定を以て、輻岡地方へ出發せる時の如き、生徒
百六十人、職員には軍隊・歴史・地理物産・測地・博物・圖聲・氣象・建築・古文書類・地質鑛物・製造工業・
放行紀事。先發・衛生・會計・輔重等の措當を定め、玉石郡長新美吉孝氏より、鶏卵四百筒、小魚一一百尾の贈物
があったのを姑として、各地に於て非常な歓待を受けたことは、歸校後學校から出した禮欣を見ても知られる。
即ち官報へ報告したものには、
油ス九日久留米奪常中學明善校ヲ参観シ同市ヨリ鐵路一一擦り博多一一出テー元這紀念碑建設所ヲ賢一鵬岡市二泊ス十
日筥崎榊肚二参拝シ杜前一一於テ軍隊捧銃式ヲ行上寶物ヲ拝観シ幅岡縣立尋常中學修猷館及尋常師範學校其他工
業場等ヲ参観シ幅岡市一一滞在ス十一日鐵路一一擦り太宰府榊杜一一参拝シⅧⅧ一鰍蛎鰄噸拭耐垳上寶物ヲ拝観シ各所
ノ古蹟ヲ訪上一一日市ヨリ再上鐡路久留米一一到ル十一一日柳川二蓮シ直チニ柳川尋常中學橘蔭學館ヲ参観シ同所一一
泊ス十一一一日一一一池炭鑛及紡績會肚ヲ縦覧シ大牟田一一拍ス十四日一一一池炭鑛會杜ノドックヲ縦覧シ府本ヲ経金山二於
テ發火演習ヲ施行シ高瀬二泊ス十五日吉大越ノ間道ヲ取り歸校セリ此行沿道各所一一於テ地理歴史共他學術上一一
就キ説明スヘキモノアレハ教員必ス生徒二教示シ植物ヲ採拾シ山水物件ヲ描爲スル等修學上得ル所紗カラサル
ノミナラス生徒皆活溌壯健ニシテ歩行二級ムモノ少ク中途病一一躍り歸校セシ者ハ僅二一一名ナリキ且シ此行至ル
虚學校會杜及人民ヨリ厚遇ヲ受ケタルハ一行ノ大二感シグルトコロナリ
と記してある。而して何かの参考の爲に、「修學旅行決算」を左に掲げて置きたい。
修學放行旅費決算
一金四回旅費八泊分一金五十銭一泊分追給高計四圏五十銭也預ｂ高内仕挑分金一回五十六
第五高等中學校一一於テハ學術研究ヲ兼ネ軍隊ノ風紀ヲ實地一一習學セシムル爲〆生徒百六十人ヲ軍隊二編成シ
職員之ヲ率上久留米幅岡一一一池地方二向上長途ノ行軍ヲナセリ即チ十一月六日熊本ヲ護シ植木二泊ス七日川邊村
大字鍋田一一泊ス該村〈園道筋二非サルモ第六師團機動演習観覧ノ都合一一擦しり八日黎明川邊村ヲ護シ兼松騨二
一
金
四
回
放
費
入
粕
銭也九泊宿料餓騨
金十銭植木宿泊料金十一銭鍋田村同
一一日市間同金十四銭一一日市久留間同
第
一
章
補
遺
内
課
金十一銭五厘条松同金一一十三鐘久留米博多間汽車賃金十銭博多
金一一十四銭輻岡市宿泊料二泊分金十一一一銭久留米一泊同金十二銭
四
五
七 ’
